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平
成
十
六
年
度
富
士
河
口

湖
町
の
予
算
は
、
合
併
初
年

度
と
な
り
ま
す
の
で
、
将
来

を
見
据
え
た
健
全
財
政
の
ル

ー
ル
及
び
基
準
づ
く
り
と
し

て
、
基
礎
的
財
政
編
成
と
位

置
付
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
町
は
、
環
境
（
地
域
づ
く

り
）
教
育
（
人
づ
く
り
）
観

光
（
経
済
）
交
流
（
融
和
）

の
４
Ｋ
を
戦
略
目
標
と
し
て
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
と
調
和
し
た
循
環
型
地
域

の
形
成
。
学
校
・
地
域
・
家

庭
に
お
け
る
子
供
の
育
成
支

援
。
地
域
資
源
の
活
用
を
図

り
観
光
産
業
関
連
の
促
進
。

す
べ
て
の
人
が
自
立
し
、
生

き
生
き
と
し
て
一
人
一
人
の

交
流
が
深
ま
る
共
生
型
社
会

を
実
現
す
る
町
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
五
つ
の

基
本
施
策
と
し
て
、
一
つ
目

は
、
規
定
路
線
又
は
そ
の
延

長
上
で
事
務
事
業
の
見
直
し
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
、
プ

ラ
ス
財
政
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
を
大
胆
に
進
め
、
町
民
が

実
感
で
き
る
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

二
つ
目
と
し
て
、
経
常
経

費
の
削
減
縮
小
と
補
助
金
等

の
見
直
し
、
消
防
団
員
の
減

員
、
組
織
の
整
理
縮
小
。
ま

た
、
敬
老
祝
い
金
は
、
喜

寿
・
米
寿
・
百
歳
到
達
時
の

節
目
の
年
の
交
付
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
つ
目
と
し
て
、
合
併
に

よ
り
増
大
し
た
公
用
車
両
の

削
減
と
集
中
管
理
に
よ
る
維

持
費
の
削
減
や
設
備
保
守
を

一
括
集
中
扱
い
と
し
て
物
件

費
の
削
減
を
い
た
し
ま
し
た
。

四
つ
目
と
し
て
、
職
員
等

の
給
与
を
官
民
格
差
を
是
正

す
る
情
勢
適
用
の
原
則
か
ら
、

年
間
給
与
を
五
年
連
続
し
て

減
額
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

更
に
、
管
理
職
手
当
、
時
間

外
手
当
の
圧
縮
、
更
に
は
、

旅
費
日
当
の
廃
止
、
そ
の
他

手
当
に
つ
き
ま
し
て
も
、
見

直
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
、
職
員
評

価
委
員
会
を
設
置
し
、
評
価

制
度
を
導
入
す
る
な
ど
能
力

給
与
制
度
や
職
員
の
資
質
向

上
等
の
制
度
構
築
に
取
り
組

む
予
定
で
お
り
ま
す
。

五
つ
目
と
し
て
、
新
し
い

財
源
確
保
と
し
て
、
俗
称

「
赤
路
」
を
国
か
ら
譲
与
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
占
有
料
を
財

源
と
し
て
見
込
め
た
こ
と
、

更
に
は
、
ご
み
対
策
と
し
て

一
定
量
以
上
の
営
業
に
よ
る

可
燃
ご
み
処
理
を
有
料
と
し

た
予
算
も
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
る
合
併
に
よ
る

町
の
建
設
計
画
は
、
町
内
六

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
地

域
振
興
協
議
会
へ
説
明
す
る

と
同
時
に
、
貴
重
な
意
見
を

い
た
だ
い
た
こ
と
や
地
域
特

性
を
生
か
す
な
ど
諸
条
件
を

調
整
し
な
が
ら
、
地
域
に
隔

た
り
が
な
い
よ
う
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、

極
め
て
厳
し
く
取
り
組
み
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
下

で
の
行
財
政
運
営
こ
そ
「
自

治
体
の
真
価
を
問
わ
れ
る
と

き
」
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

合
併
初
年
度
の
予
算

富
士
河
口
湖
町
長
　
小
佐
野
　
常
　
夫

議
長
就
任
に
あ
た
り
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
三
月
富
士
河

口
湖
町
議
会
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
御
推

挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
の
要

職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
使
命
と
責
任
の
重
さ

を
一
層
痛
感
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
皆
様
の
御
推
薦

を
受
け
ま
し
た
う
え
に
は
富

士
河
口
湖
町
の
発
展
と
町
民

福
祉
の
推
進
に
誠
心
誠
意
努

力
を
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

議
会
運
営
に
お
き
ま
し
て

も
、
中
立
公
平
無
私
の
立
場

を
堅
持
し
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
の
た
め
懸
命
の
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
十
五
日
、
合

併
以
来
五
ヶ
月
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
が
、
私
は
町
村
合

併
の
目
的
は
単
に
町
村
の
枠

を
取
り
払
う
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
旧
町
村
の
持
っ
て

い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人

材
・
文
化
・
産
業
等
の
資
源

を
有
機
的
に
連
携
活
用
し
な

が
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
絶
好
の
機
会
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
町
村
の
枠
に
と

ら
わ
れ
た
地
域
振
興
策
を
越

え
た
新
し
い
枠
組
み
の
中
で

新
機
軸
と
し
て
新
し
い
発
想

に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を

振
り
返
り
つ
つ
自
分
た
ち
の

子
や
孫
の
た
め
に
も
、
執
行

部
・
議
会
・
町
民
一
体
と
な

っ
て
対
話
す
る
中
で
新
町
の

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山
梨
県
に
お
き
ま
し
て
も
、

山
本
知
事
が
本
年
四
月
山
梨

県
長
期
総
合
計
画
「
創

甲
斐
プ
ラ
ン
21
」
の
概
要
を

発
表
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
注
目
す
る
施
策
の
中

に
観
光
立
県
「
富
士
の
国

や
ま
な
し
」
の
確
立
を
目
指

し
た
観
光
振
興
戦
略
打
ち
出

し
た
事
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
時
代
を
生
き
抜
く
こ
と

が
で
き
る
足
腰
の
強
い
産
業

の
振
興
を
図
る
施
策
で
あ
り

ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
旧
河
口
湖
町
が
進

め
て
き
た
五
感
文
化
構
想
の

推
進
と
合
併
に
よ
る
新
町
建

設
計
画
を
柱
と
し
、
観
光
立

町
の
立
場
を
堅
持
す
る
中
で

町
と
県
が
一
体
と
な
り
、
そ

の
目
標
実
現
の
た
め
、
執
行

部
・
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
責
任

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
町
民
皆
様
方
の
付
託

に
応
え
信
頼
と
期
待
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
、
な
お
一
層

の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
町
民
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

富
士
河
口
湖
町
議
会
議
長
　
倉
　
澤
　
鶴
　
義

行政報告
（要約）



議
　
案

一
　
北
岸
幹
線
汚
水
管
渠
布
設
工
事
（
八
区
）
請
負
契
約
締
結

二
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
公
園
墓
地
及
び
小
立
公
園
墓
地
条
例

三
　
町
道
の
路
線
認
定

四
　
平
成
十
五
年
小
立
財
産
区
・
勝
山
財
産
区
・
大
嵐
財
産
区
特
別

会
計
・
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
補
正
予
算

議
　
案

一
　
富
士
河
口
湖
町
名
誉
町
民
及
び
特
別
町
民
条
例
・
富
士
河
口
湖

町
地
域
振
興
基
金
条
例
・
富
士
河
口
湖
町
公
共
物
管
理
条
例
・

富
士
河
口
湖
町
学
生
宿
舎
設
置
促
進
条
例
・
富
士
河
口
湖
町
足

和
田
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
・
富
士
河
口
湖
町
地
籍
調
査
推
進
委

員
会
条
例

二
　
富
士
河
口
湖
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
・
富
士

河
口
湖
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
認

可
す
る
条
例
・
富
士
河
口
湖
町
参
与
設
置
条
例
・
富
士
河
口
湖

町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
・
富
士
河
口
湖
町

印
鑑
条
例
・
富
士
河
口
湖
町
介
護
保
険
条
例
・
富
士
河
口
湖
町

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
・

富
士
河
口
湖
町
消
防
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

三
　
町
道
の
路
線
廃
止

四
　
町
道
の
路
線
認
定

（
市
町
村
合
併
に
伴
い
道
路
の
編
成
）

認
　
定

一
　
平
成
十
五
年
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十
件

二
　
平
成
十
六
年
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
予
算
ほ
か
二
十
六
件

三
　
平
成
十
五
年
河
口
湖
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
十
七
件

四
　
平
成
十
五
年
勝
山
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
四
件

五
　
平
成
十
五
年
足
和
田
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
九
件

六
　
平
成
十
五
年
河
口
湖
治
水
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

七
　
平
成
十
五
年
河
口
湖
南
水
道
企
業
団
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

１月臨時会

３月定例会

一
月
臨
時
会
は
一
月
二
十
六
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
七
件
を
審
議
し
全
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

三
月
定
例
会
は
三
月
四
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
の
二
十
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
議
案
五
十

四
件
、
認
定
三
十
五
件
を
審
議
し
、
全
議
案

を
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

假　屋　美　尋　氏
（綾小路きみまろ）

清　水　國　明　氏

富士

河口
湖町

特別
町民
に







特
別
会
計
関
係

質
問

旧
ホ
テ
ル
小
曲
園
の

解
体
工
事
の
進
捗
状
況
と
跡

地
利
用
は
。

答
弁

上
物
の
解
体
工
事
は

ほ
ぼ
終
っ
た
。
天
上
山
全
体

を
街
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

で
の
公
園
計
画
が
あ
り
、
展

望
台
・
公
園
と
し
て
活
用
を

考
え
て
い
る
。

質
問

温
泉
ラ
ン
ク
付
け
に

つ
い
て
。

答
弁

温
泉
は
現
在
41
件
供

給
し
て
い
る
。
新
聞
報
道
で

は
動
力
源
泉
と
湧
水
源
泉
と

い
う
表
現
を
し
て
い
る
が
、

今
後
検
討
す
る
。

質
問

国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
繰
越
分
の
収
納
率
は
。

答
弁

年
度
途
中
で
あ
り
10

月
現
在
で
ほ
ぼ
昨
年
と
同
率

で
あ
る
。
ま
た
、
滞
納
者
に

対
し
て
納
税
相
談
を
行
い
納

め
や
す
い
状
況
づ
く
り
を
し

て
い
る
。
現
在
、
悪
質
な
人

四
名
に
対
し
て
財
産
等
の
差

し
押
さ
え
を
し
て
い
る
。

質
問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
は
何
名
い
る
か
。

答
弁

町
で
ケ
ア
ー
プ
ラ
ン

を
作
成
し
た
い
人
以
外
の
把

握
が
難
し
く
、
４
〜
５
名
は

確
認
し
て
い
る
。
実
際
に
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
だ
が
老
健
施
設
・
療
養
型

病
床
群
に
行
っ
て
い
る
方
も

相
当
数
い
る
。

企
画
課
関
係

質
問

電
算
シ
ス
テ
ム
の
負

担
額
が
、
１
町
３
村
の
合
併

が
崩
れ
た
時
の
対
応
は
。

答
弁

上
九
一
色
村
の
動
向

を
見
守
る
中
、
電
算
の
負
担

金
に
つ
い
て
は
、
約
束
事
で

あ
り
、
起
債
を
起
こ
し
て
い

る
の
で
５
年
間
、
同
様
に
庁

舎
の
資
金
負
担
は
一
定
率
で

い
た
だ
い
て
お
り
、
総
合
的

な
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

税
務
課
関
係

質
問

遊
魚
税
で
年
券
利
用

者
に
対
す
る
徴
収
は
。

答
弁

そ
の
都
度
税
券
を
購

入
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た

ボ
ー
ト
釣
り
者
に
対
し
て
の

周
知
徹
底
は
、
今
後
税
務
課

職
員
が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

免
許
を
取
得
し
湖
上
パ
ト
ロ

ー
ル
で
対
応
し
た
い
。

福
祉
推
進
課
関
係

質
問

芙
蓉
の
湯
・
健
康
プ

ラ
ザ
は
、
年
間
四
万
八
千
人

の
利
用
者
が
あ
る
が
、
レ
ジ

オ
ネ
ラ
菌
の
消
毒
検
査
料
金

と
検
査
回
数
は
。

答
弁

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
検

査
料
は
、
一
回
二
万
円
余
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浴
槽
で
年

二
回
実
施
し
て
い
る
。

質
問

保
育
所
の
保
育
料
を

下
げ
る
中
で
、
収
納
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
。

答
弁

年
度
途
中
で
あ
り
15

年
度
分
を
集
約
し
、
収
納
率

ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

環
境
課
関
係

質
問

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
で

今
ど
の
く
ら
い
の
自
治
会
・

区
が
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

38
の
自
治
会
・
区
で

既
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り
旧

勝
山
・
足
和
田
村
で
も
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
様
、
説
明

会
を
開
い
て
い
る
。
実
施
し

て
い
な
い
自
治
会
・
区
に
対

し
て
も
働
き
か
け
を
継
続
し

て
行
い
、
経
費
削
減
の
た
め

に
も
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努

め
る
。

質
問

河
口
の
不
燃
物
処
理

機
の
維
持
管
理
費
で
老
朽
化

に
伴
い
経
費
が
か
か
る
が
、

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁

若
干
手
を
加
え
な
が

ら
の
使
用
は
可
能
と
い
う
診

断
を
受
け
て
い
る
。
青
木
ヶ

原
処
理
場
も
不
燃
物
は
処
理

し
て
お
り
、
こ
れ
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
中
で
考
え
て
い
き

た
い
。

農
政
課
関
係

質
問

イ
ノ
シ
シ
・
猿
の
被

害
が
出
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
生
態
調
査
と
対
策
は
。

答
弁

昨
年
春
イ
ノ
シ
シ
一

頭
を
捕
獲
し
、
そ
れ
に
無
線

機
を
付
け
て
生
態
に
つ
い
て

追
跡
調
査
を
行
っ
た
が
、
意

外
と
行
動
半
径
は
狭
く
春
か

ら
秋
に
か
け
て
周
囲
一
キ
ロ

四
方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
元

に
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

猿
に
つ
い
て
は
、
手
を
焼
い

て
お
り
、
16
年
度
は
県
の
環

境
科
学
研
究
所
と
協
力
し
て

生
態
調
査
を
し
て
い
く
。

質
問

ヒ
メ
ス
ズ
キ
に
つ
い

て
そ
の
取
組
み
は
。

答
弁

昨
年
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

を
ヒ
メ
ス
ズ
キ
と
命
名
し
、

ワ
カ
サ
ギ
と
合
わ
せ
て
河
口

資源ゴミ回収（小立乳ヶ崎区）

旧ホテル小曲園跡地

河
口
湖
町
決
算

委
員
長
　
高
山
　
泰
治



湖
の
特
産
と
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。

観
光
課
関
係

質
問

昨
年
８
月
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し

た
が
閉
店
が
目
立
つ
が
。

答
弁

歩
道
の
工
事
も
関

係
し
閉
店
さ
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
は
、
そ
こ
に
広
域
看

板
を
付
け
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的

に
し
て
い
き
た
い
。

質
問

合
併
に
よ
り
富
士
河

口
湖
町
と
な
っ
た
が
観
光
看

板
が
い
ま
だ
に
河
口
湖
と
な

っ
て
い
る
上
、
文
字
色
も
見

難
い
が
。

答
弁

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
あ
る
東
恋
路
・
コ
ー
ナ
ー

ハ
ウ
ス
交
差
点
他
の
看
板
の

件
で
す
が
、
16
年
度
文
字
を

変
え
る
と
き
に
色
も
変
え
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

広
告
宣
伝
費
で
合
併

の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

答
弁

合
併
記
念
ポ
ス
タ
ー

配
布
の
他
、
各
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
冊
子
に
富
士
河
口
湖
町

の
合
併
を
載
せ
て
い
た
だ
き

広
範
囲
に
安
価
で
告
知
活
動

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
旅
行

雑
誌
「
じ
ゃ
ら
ん
」
と
の
契

約
も
進
め
て
い
る
。

質
問

県
営
船
津
浜
駐
車
場

の
警
備
委
託
費
三
十
九
万
二

千
円
の
内
容
は
。

答
弁

警
備
は
特
に
８
月
の

混
雑
期
を
中
心
と
し
て
い
る
。

質
問

苦
情
へ
の
対
応
は
。

答
弁

駐
車
場
内
に
看
板
の

設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
議

会
の
産
経
土
木
常
任
委
員
会

と
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。
ま
た
船
津
浜
は
河
口

湖
の
顔
と
い
う
一
面
も
持
っ

て
お
り
、
充
分
指
導
を
進
め

な
が
ら
県
と
も
協
議
し
マ
ナ

ー
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

質
問

駐
車
場
内
の
看
板
設

置
時
期
は
。

答
弁

県
と
看
板
文
字
の
協

議
に
入
っ
て
い
る
。
駐
車
場

の
適
正
利
用
の
た
め
に
も
五

月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
に
対
応
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

教
育
委
員
会
関
係

質
問

心
の
教
育
相
談
で
報

償
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
内
容
の
説
明
を
。

答
弁

相
談
員
は
一
人
い
て

内
容
は
、
子
供
の
悩
み
や
不

安
へ
の
対
応
や
親
に
子
育
て

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

る
。
相
談
の

延
べ
件
数
は
、

昨
年
の
10
月

ま
で
で
40
件

ほ
ど
あ
っ
た
。

質
問

フ
ィ

ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
は
、
町

内
小
学
校
の

児
童
生
徒
に

利
用
さ
れ
て

い
る
か
。

答
弁

船
津

胎
内
周
辺
に

観
察
ル
ー
ト

と
観
察
小
屋
を
設
置
し
た
。

町
内
小
学
校
単
位
で
は
な
く

育
成
会
単
位
で
夏
休
み
を
中

心
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
フ

ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
は
、
町

外
で
は
東
京
方
面
か
ら
の
利

用
が
多
く
小
動
物
・
自
然
溶

岩
洞
穴
等
の
体
験
学
習
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

町
内
の
小
中
学
校
や
育
成
会

活
動
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

質
問

自
然
共
生
研
究
室
の

中
で
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
そ
の

後
の
経
過
は
。

答
弁

河
口
地
区
に
そ
の
里

山
づ
く
り
を
行
っ
て
い
て
、

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
好
む
雑
木

林
を
増
や
し
て
い
る
。
ま
た
、

卵
か
ら
さ
な
ぎ
ま
で
の
段
階

の
飼
育
を
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。

質
問

く
ぬ
ぎ
平
の
芝
サ
ッ

カ
ー
場
を
、
学
校
教
育
の
場

で
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答
弁

現
在
芝
サ
ッ
カ
ー
場

は
１
面
し
か
な
く
、
大
会
で

週
３
日
く
ら
い
使
っ
て
い
て

町
内
の
利
用
は
少
な
い
。
今

年
は
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
も
完
成

し
、
２
面
に
な
る
の
で
町
内

の
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
利
用
も
整
え
て
い
く
。

文
化
振
興
局
関
係

質
問

河
口
湖
美
術
館
で
の

富
士
山
写
真
大
賞
と
そ
の
成

果
は
。

答
弁

展
示
写
真
の
募
集
は

昨
年
９
月
か
ら
行
い
全
国
か

ら
五
百
六
十
九
名
か
ら
千
六

百
五
十
九
点
の
応
募
が
あ
り
、

中
か
ら
百
点
選
ん
で
展
示
し

た
。
現
在
開
催
期
間
中
で
結

果
は
出
な
い
が
、
成
果
が
期

待
で
き
る
。

質
問

河
口
湖
美
術
館
が
町

内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

ど
の
く
ら
い
利
用
さ
れ
て
い

る
か
。

答
弁

平
成
14
年
度
で
は
、

合
計
で
約
３
万
人
が
利
用
し
、

そ
の
内
の
11
％
が
各
学
校
の

児
童
生
徒
の
授
業
で
の
利
用

を
含
む
町
内
の
利
用
者
で
あ

る
。

質
問

河
口
湖
美
術
館
所
有

の
足
立
源
一
郎
先
生
の
作
品

に
つ
い
て
。

答
弁

足
立
先
生
は
、
山
岳

の
油
絵
で
は
屈
指
の
先
生
で

あ
り
、
相
当
数
が
町
立
美
術

館
に
収
蔵
で
き
た
の
で
企
画

展
も
し
な
が
ら
活
用
し
て
い

き
た
い
。

河口湖美術館

県営船津浜駐車場

自然観察教室（フィールドセンター）



質
問

下
水
道
の
未
加
入
は

何
件
あ
る
か
。

答
弁

未
加
入
世
帯
数
は
10

月
末
現
在
で
49
戸
で
あ
る
。

質
問

平
成
15
年
度
末
、
公

債
の
元
金
と
利
子
の
現
在
高

は
い
く
ら
か
。

答
弁

起
債
の
額
は
、
平
成

十
四
年
度
末
現
在
、
十
三
億

五
千
三
十
四
万
四
千
五
十
円
、

十
五
年
度
の
起
債
見
込
額
千

七
百
三
十
万
円
、
償
還
見
込

額
が
七
千
四
百
三
十
八
万
二

千
八
十
七
円
、
平
成
十
五
年

度
現
在
高
が
十
二
億
九
千
三

百
二
十
六
万
千
九
百
六
十
三

円
で
あ
る
。

一
般
会
計
質
疑

質
問

地
方
債
の
現
在
高
、

元
金
と
利
子
が
幾
ら
で
合
計

幾
ら
か
。

答
弁

旧
勝
山
村
地
方
債
は

一
般
会
計
現
在
高
、
元
金
十

八
億
五
百
七
十
三
万
七
千
円
、

利
子
が
六
億
七
百
四
十
四
万

五
千
円
、
合
計
二
十
四
億
千

三
百
十
八
万
七
千
円
で
あ
る
。

質
問

村
民
税
・
固
定
資
産

税
の
滞
納
繰
越
分
の
回
収
計

画
に
つ
い
て
。

答
弁

旧
勝
山
村
で
は
、
助

役
・
収
入
役
を
は
じ
め
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
夜
や
休
日
に
伺
う
な
ど

努
力
し
た
が
未
収
が
残
り
、

町
で
引
き
続
き
や
っ
て
い
る
。

質
問

道
の
駅
か
つ
や
ま
の

食
堂
の
収
支
は
ど
う
か
。

答
弁

９
月
12
日
か
ら
営
業

を
し
た
の
で
、
千
四
百
四
十

万
の
う
ち
一
割
弱
で
あ
る
。

質
問

商
工
労
働
観
光
費
県

補
助
金
の
四
百
万
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

答
弁

緊
急
雇
用
の
関
係
の

補
助
金
で
道
の
駅
の
清
掃
作

業
に
従
事
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

質
問

道
の
駅
の
運
営
に
つ

い
て
の
考
え
と
、
年
間
の
見

込
に
つ
い
て
。

答
弁

11
月
以
降
は
交
替
制

に
し
て
人
件
費
を
削
減
し
て

い
る
。
年
間
の
見
通
し
は
千

九
百
万
に
食
堂
の
収
入
が
プ

ラ
ス
さ
れ
る
が
、
未
知
数
で

あ
る
。

総
括
質
疑

質
問

財
産
管
理
費
の
使
用

料
及
び
貸
借
料
と
あ
る
が
、

詳
細
は
。

答
弁

農
協
の
倉
庫
使
用
料

六
十
三
万
円
。
旧
役
場
前
の

駐
車
場
が
二
十
四
万
二
千
円
。

テ
レ
ビ
等
の
使
用
料
三
万
円

で
あ
る
。

質
問

倉
庫
と
駐
車
場
の
利

用
頻
度
は
。
目
的
外
の
使
用

は
な
い
か
。

答
弁

倉
庫
は
16
年
度
は
半

分
の
費
用
で
借
り
て
あ
る
が

書
類
等
は
早
急
に
引
っ
越
す

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
駐

車
場
は
、
旧
役
場
庁
舎
の
利

用
計
画
と
共
に
検
討
し
て
い

く
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

質
問

下
水
道
の
延
滞
分
と

回
収
方
法
は
。

答
弁

滞
納
額
は
百
二
十
万

六
百
三
十
円
で
あ
る
。
新
町

の
担
当
に
こ
れ
を
引
き
継
ぐ

中
で
、
今
後
鋭
意
努
力
し
て

い
く
。

介
護
保
健
特
別
会
計

質
問

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
千
四
百
六
十
四
万
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

千
七
百
三
十
九
万
八
千
円
と

あ
る
が
、
こ
の
対
象
人
員
は

何
人
か
。

答
弁

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
認

定
者
は
41
人
、
施
設
入
所
者

は
８
人
で
あ
る
。

質
問

今
後
の
推
移
の
見
通

し
は
。

答
弁

予
防
対
策
は
し
て
い

る
が
、
個
々
の
生
活
の
あ
り

方
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

っ
き
り
と
見
通
し
は
つ
か
な

い
。

一
般
会
計

質
問

ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
し

て
成
功
し
た
も
の
と
枯
れ
た

も
の
と
今
後
の
補
修
に
つ
い

て
。

答
弁

以
前
も
地
域
の
有
志

と
婦
人
会
等
で
作
業
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
ぜ
ひ
今
後
と

も
一
丸
と
な
っ
て
、
適
正
な

管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

質
問

一
般
会
計
の
延
滞
金

に
つ
い
て
歳
入
で
七
百
八
十

六
万
八
千
二
十
六
円
と
、
か

な
り
徴
収
に
は
努
力
し
た
跡

が
見
え
る
。
が
、
こ
の
中
で

時
効
分
は
何
件
で
幾
ら
だ
っ

た
か
。

答
弁

七
百
八
十
六
万
八
千

二
十
六
円
の
固
定
資
産
税
分

は
23
件
で
あ
る
。
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
八
千
円
で
２
件
、

所
在
不
明
８
件
不
良
物
件
８

件
差
押
で
き
な
い
２
件
配
当

金
〇
円
11
件
滞
納
金
三
百
五

万
七
千
七
百
三
十
円
で
あ
る
。

質
問

土
木
費
の
中
の
委
託

費
に
つ
い
て
、
長
浜
地
区
の

地
籍
調
査
の
費
用
が
一
切
支

出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
な
ぜ

執
行
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁

改
良
区
が
問
題
に
な

る
こ
と
で
、
河
口
湖
へ
取
り

込
ん
で
換
地
を
し
た
た
め
に
、

線
引
き
等
、
そ
の
割
り
振
ら

れ
た
方
に
対
し
て
の
金
銭
清

算
等
が
確
認
で
き
た
時
点
で
、

県
等
の
立
ち
合
い
の
中
で
線

を
引
い
て
、
改
良
区
の
外
周

り
を
確
定
す
る
。
そ
の
上
で

作
業
に
移
る
と
い
う
順
序
で

行
い
た
い
。

勝
山
村
決
算

委
員
長
　
倉
沢
　
鶴
義

足
和
田
村
決
算

委
員
長
　
朝
比
奈
充
知

道の駅かつやま

根場地区下水道工事

リハビリ教室



総
務
課
関
係

質
問

辺
地
振
興
資
金
元
利

補
給
と
は
。

財
政
係
長

旧
西
湖
南
と
根

場
地
区
が
辺
地
債
の
指
定
を

受
け
借
り
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
事

業
の
借
り
入
れ
振
興
資
金
の

償
還
に
対
し
て
県
で
55
％
補

助
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

質
問

新
た
に
創
設
さ
れ
た

制
度
資
金
的
な
起
債
が
あ
る

が
、
町
で
の
対
応
は
。

財
政
係
長

国
の
地
方
自
治

体
の
事
業
に
対
し
て
三
位
一

体
に
よ
る
交
付
税
の
削
減
に

よ
り
い
く
つ
か
の
借
り
入
れ

起
債
を
あ
げ
て
い
る
。
地
域

再
生
事
業
債
と
財
政
健
全
化

債
が
あ
る
が
、
新
町
に
お
い

て
、
合
併
特
例
債
等
有
利
な

起
債
が
あ
る
の
で
、
今
の
と

こ
ろ
、
借
り
る
予
定
は
考
え

て
い
な
い
。

管
理
課
関
係

質
問

船
津
地
区
の
住
民
が

非
常
に
関
心
事
で
あ
る
旧
河

口
湖
町
庁
舎
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
地
域
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
８
月
着
工
、

年
度
内
完
成
が
目
指
せ
る
も

の
な
の
か
。

町
長

建
築
確
認
等
が
そ
れ

ほ
ど
必
要
と
し
な
い
建
物
な

の
で
、
４
月
か
ら
、
少
な
く

と
も
数
回
検
討
委
員
会
を
開

催
し
、
３
階
は
取
り
壊
し
、

１
、
２
階
を
地
域
住
民
の
意

見
を
反
映
し
た
住
民
の
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
共
用
で
き

る
方
向
で
年
度
内
完
成
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

質
問

新
庁
舎
の
防
災
対
策

室
を
利
用
し
、
消
防
を
は
じ

め
、
関
係
者
と
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
防
災
訓
練
の
考

え
は
。

町
長

消
防
団
を
は
じ
め
、

各
組
織
等
々
に
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
防
災
担
当
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。
国
、
県
も
、

観
光
防
災
面
に
つ
い
て
、
力

点
を
お
い
て
考
え
て
い
く
と

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の

で
、
観
光
施
設
の
オ
ー
ナ
ー

の
皆
さ
ん
と
も
協
議
し
防
災

訓
練
に
つ
い
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

質
問

富
士
山
防
災
マ
ッ
プ

作
成
の
方
向
性
は
。

防
災
係
長

本
年
、
地
域
の

特
性
と
地
理
的
条
件
を
み
た

し
た
富
士
山
防
災
マ
ッ
プ
、

富
士
河
口
湖
版
の
作
成
に
向

け
て
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
16
年
度
中
に
完
成

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

企
画
課
関
係

質
問

個
人
情
報
の
デ
ー
タ

流
出
等
騒
が
れ
て
い
る
が
、

新
町
に
お
い
て
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
策
定
へ
向

け
た
取
り
組
み
は
。

情
報
推
進
係
長

合
併
前
の

準
備
段
階
か
ら
情
報
シ
ス
テ

ム
の
統
合
に
向
け
て
策
定
の

準
備
を
進
め
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
現
在
の
作
業
状

況
は
関
係
職
員
で
、
起
案
に

む
け
て
、
基
本
方
針
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
対
策
に
つ
い
て
、

内
容
を
精
査
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
づ
く
り
推
進
室
関
係

質
問

船
津
財
産
区
地
内
の

企
業
誘
致
の
現
状
は
。

町
づ
く
り
推
進
課
長

山
梨

県
を
通
じ
て
引
き
合
い
が
き

た
製
薬
会
社
で
、
船
津
地
区

登
山
道
沿
い
か
ら
上
に
か
け

て
の
船
津
財
産
区
地
内
で
、

初
期
段
階
と
し
て
１
万
坪
、

将
来
的
に
は
３
万
坪
の
用
地

を
確
保
し
て
欲
し
い
と
の
旨

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
正

式
に
決
定
し
た
も
の
で
は
な

く
進
行
形
の
状
態
で
あ
る
。

町
長

企
業
誘
致
の
問
い
合

わ
せ
は
、
ほ
か
に
幾
つ
か
あ

る
。
今
は
ま
さ
に
、
地
域
の

自
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
で
あ
る
の
で
、
こ

の
追
い
風
を
利
用
し
、
幾
つ

か
の
企
業
誘
致
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

税
務
課
関
係

質
問

個
人
町
民
税
の
現
年

課
税
分
は
課
税
総
額
の
97
％

(

七
億
一
千
万
円)

を
見
込
み
計

上
さ
れ
た
と
の
事
で
す
が
、

滞
納
繰
越
分
に
お
い
て
は
、

何
％
見
込
み
ま
し
た
か

、
同

様
に
、
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
。

税
務
課
長

個
人
町
民
税
の

滞
納
繰
越
分
税
総
額
の
19
％

（
一
千
百
五
十
万
円
）
と
固
定

資
産
税
滞
納
繰
越
分
税
総
額

の
14
％(

五
千
五
百
万
円)

を
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問

標
準
地
時
点
修
正
調

査
及
び
こ
れ
に
伴
う
価
格
公

示
に
つ
い
て
。

税
務
課
長

基
準
年
度
で
あ

る
、
３
年
に
一
度
の
評
価
替

え
の
他
、
土
地
等
が
著
し
く

防災対策室

企業誘致予定地（船津三の段）



下
落
し
た
場
合
等
、
時
点
修

正
調
査
を
必
要
に
応
じ
行
い
、

ま
た
、
こ
れ
ら
に
関
し
価
格

公
示
は
税
務
課
で
公
示
し
て

い
る
。

質
問

い
ま
だ
に
、
合
併
に

伴
い
固
定
資
産
税
が
、
高
く

な
っ
て
し
ま
う
旨
の
話
を
よ

く
耳
に
す
る
が
、
土
地
の
公

平
な
課
税
に
対
し
て
、
今
後

の
新
町
の
方
針
は
。

税
務
課
長

合
併
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
増
額
は
一
切
な

く
、
ま
た
、
今
後
の
業
務
計

画
に
お
い
て
は
、
税
の
公
平

適
正
課
税
を
行
う
た
め
、
一

筆
実
態
調
査
等
を
行
い
、
次

の
基
準
年
度
（
平
成
18
年
度
）

あ
る
い
は
５
年
以
内
に
整
備

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

健
康
増
進
課
関
係

質
問

町
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
改
修
工
事
一
億
九
千

二
百
万
円
の
内
容
説
明
を
。

健
康
増
進
課
長

健
康
科
学

大
学
で
、
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ

ッ
ク
開
設
の
希
望
が
あ
り
、

あ
わ
せ
て
耐
震
補
強
工
事
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

町
長

町
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
、
総
体
的
に
見
て
健

康
プ
ラ
ザ
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
り
、
こ
の
中
心
的
な
担

い
を
す
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
諸
関
係
者
、
議
員

等
々
を
交
え
た
検
討
委
員
会

を
開
く
予
定
で
あ
る
。

質
問

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
者

の
事
後
指
導
は
。

健
康
増
進
課
長

保
健
師
が

個
別
指
導
を
し
て
肝
が
ん
・

肝
硬
変
に
移
行
し
な
い
よ
う

注
意
を
促
し
て
い
る
。

福
祉
推
進
課
関
係

質
問

滞
納
繰
超
し
の
徴
収

方
法
に
つ
い
て
。

福
祉
推
進
課
長

専
門
徴
収

員
が
税
務
課
に
い
る
の
で
、

綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
た

中
で
徴
収
に
努
め
る
。

質
問

敬
老
会
に
地
域
格
差

が
あ
る
が
見
解
は
。

福
祉
推
進
課
長

敬
老
会
は

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
中

心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
が
、

各
地
区
の
体
制
作
り
を
検
討

中
で
あ
る
。
地
域
格
差
が
な

い
よ
う
配
分
し
て
い
く
。

質
問

町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
児

童
館
の
運
営
は
。

福
祉
推
進
課
長

児
童
館
は

船
津
・
小
立
・
河
口
・
大

石
・
勝
山
・
大
嵐
に
あ
り
、

研
修
会
へ
の
参
加
や
情
報
交

換
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
。

質
問

16
年
度
予
算
で
保
育

料
が
下
が
る
が
サ
ー
ビ
ス
低

下
は
な
い
か
。

福
祉
推
進
課
長

子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策
の
一
環
で

行
う
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
低
下
は
な
い
。

質
問

各
保
育
所
で
の
給
食

の
賄
い
で
、
単
価
統
一
は
。

福
祉
推
進
課
長

町
内
に
保

育
所
は
７
園
あ
り
、
子
供
に

与
え
る
も
の
で
あ
り
公
平
的

に
配
分
す
る
様
に
対
応
を
図

っ
て
い
る
。

質
問

障
害
者
福
祉
促
進
事

業
と
、
障
害
者
の
人
数
は
。

福
祉
推
進
課
長

障
害
を
持

っ
た
人
が
社
会
参
画
す
る
も

の
で
内
容
は
、
手
話
の
奉
仕

員
の
要
請
・
耳
の
不
自
由
な

人
に
声
の
広
報
等
の
提
供
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
福
祉

運
動
会
へ
の
参
加
等
々
で
あ

り
、
町
内
に
は
約
六
百
名
の

障
害
を
持
っ
た
方
々
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
。

環
境
課
関
係

質
問

ゴ
ミ
（
可
燃
物
処
理
）

の
有
料
化
に
至
っ
た
経
緯
、

理
由
は
。

環
境
課
長

ゴ
ミ
の
減
量
化

と
自
分
の
出
す
ゴ
ミ
に
対
す

る
自
己
管
理
で
あ
る
。
ま
た
、

大
規
模
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
排
出
責

任
と
受
益
者
負
担
を
考
慮
し

有
料
化
を
導
入
し
た
。

質
問

月
千
キ
ロ
（
可
燃
物

処
理
）
を
越
え
る
も
の
に
関

し
て
「
キ
ロ
四
円
の
処
理
料
」

負
担
の
算
定
基
準
は
。

環
境
課
長

今
、
吉
田
へ
搬

入
し
て
い
る
可
燃
物
の
処
理

料
が
ト
ン
あ
た
り
二
万
二
千

〜
二
万
五
千
円
で
、
そ
の

20
％
ぐ
ら
い
負
担
と
し
四
円

と
し
た
。

観
光
課
関
係

質
問

い
や
し
の
里
創
出
事

業
に
つ
い
て
。

観
光
課
長

住
民
と
の
話
し

合
い
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域

の
方
々
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
、
地
域
と
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
建

物
は
、
茅
葺
と
い
う
特
殊
な

技
術
が
必
要
な
の
で
、
技
術

者
の
育
成
等
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
手
づ
く
り
で
仕
上

げ
て
い
き
た
い
部
分
も
あ
る

の
で
、
組
織
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
協
議
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

質
問

コ
ウ
モ
リ
穴
の
収
入

の
内
訳
に
つ
い
て
。

観
光
課
長

物
販
収
入
が
五

百
五
十
万
円
で
、
施
設
使
用

料
が
一
千
九
百
万
で
あ
り
、

合
計
二
千
四
百
五
十
万
円
で

あ
る
。

質
問

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
カ
ッ

レ
ッ
ジ
の
概
要
に
つ
い
て
。

観
光
課
長

企
業
誘
致
で
旧

河
口
湖
町
が
決
定
し
、
４
月

12
日
に
開
校
す
る
４
年
生
の

大
学
で
あ
る
。
勉
強
の
内
容

は
、
バ
ス
プ
ロ
や
ル
ア
ー
ビ

ィ
ル
ダ
ー
等
の
養
成
で
あ
り
、

80
名
ほ
ど
の
生
徒
を
本
年
受

町民ふれあいセンター

大嵐児童館

コウモリ穴売店



け
入
れ
る
。

質
問

地
域
の
味
研
究
会
の

活
動
内
容
は
。

観
光
課
長

10
名
ほ
ど
の
女

性
が
中
心
と
な
り
、
食
堂
、

飲
食
店
等
の
味
が
観
光
資
源

と
な
る
だ
ろ
う
と
言
う
考
え

で
活
動
し
て
い
る
。
今
後
、

吉
田
の
う
ど
ん
マ
ッ
プ
の
よ

う
に
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
食

べ
物
の
味
の
内
容
ま
で
も
、

良
い
も
の
は
観
光
資
源
と
し
、

推
奨
で
き
る
店
の
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
い
こ
う
と
活
動
し
て

い
る
研
究
会
で
あ
る
。

水
道
課
関
係

質
問

水
質
検
査
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

上
水
道
係
長

水
質
検
査
は

水
道
法
に
決
め
ら
れ
て
い
る

内
容
に
よ
り
、
一
般
家
庭
の

蛇
口
よ
る
毎
月
検
査
と
年
一

度
井
戸
の
源
水
の
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。

質
問

第
三
源
泉
の
掘
削
事

業
に
つ
い
て
、
源
泉
の
、
運

用
、
活
用
等
々
の
考
え
は
。

町
長

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
と
こ
ろ
に
、
第
三
源
泉
を

掘
削
し
、
湧
出
す
る
と
、
自

然
流
下
で
、
湖
畔
側
に
給
湯

で
き
る
こ
と
が
特
徴
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
ま
た
、
現
状
、

使
用
料
と
給
湯
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
90
％
ま
で
達
し
て
お
り
、

一
本
の
源
泉
に
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
た
場
合
、
完
全
給
湯
が

で
き
な
く
な
る
た
め
に
、
第

三
源
泉
が
必
要
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
勝

山
地
区
へ
の
給
湯
も
、
状
況

を
み
な
が
ら
、
伸
ば
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
設
課
関
係

質
問

道
路
維
持
の
エ
リ
ア

が
広
が
り
非
常
に
管
理
は
大

変
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長

４
月
か
ら
は
、

臨
時
体
制
の
中
で
、
チ
ー
ム

等
を
編
成
し
、
悪
い
箇
所
の

改
善
に
努
め
、
ま
た
、
職
員

の
通
勤
時
に
、
協
力
を
お
願

い
し
、
各
地
域
毎
の
道
路
等

の
悪
い
箇
所
の
把
握
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

生
涯
教
育
課
関
係

質
問

今
年
夏
、
開
催
予
定

で
あ
る
、
全
国
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
大
会
の
詳
し
い
説
明
を

求
め
る
。

社
会
体
育
係
長

参
加
チ
ー

ム
は
32
チ
ー
ム
、
内
16
チ
ー

ム
が
河
口
湖
会
場
で
１
〜
３

回
戦
14
試
合
（
８
月
20
〜
22

日
）
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

メ
イ
ン
・
サ
ブ
サ
ッ
カ
ー
場

の
二
面
が
使
用
さ
れ
、
町
内

で
の
宿
泊
を
お
願
い
し
て
い

る
。

学
校
教
育
関
係

質
問

小
中
学
校
の
ス
キ
ー

教
室
の
実
施
に
つ
い
て
。

町
長

今
後
小
学
校
で
は
ス

ケ
ー
ト
・
中
学
校
で
は
ス
キ

ー
教
室
に
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
地
域
型
の
ス
ポ
ー

ツ
に
切
り
替
え
た
い
。

質
問

豊
か
な
心
を
育
て
る

人
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
。

町
長

子
供
た
ち
の
ソ
フ
ト

面
・
子
育
て
・
人
づ
く
り
、

其
々
の
活
動
費
と
し
て
小
学

校
に
二
百
十
万
・
中
学
校
に

百
十
八
万
円
計
上
し
た
。

教
育
長

各
学
校
長
の
経
営

方
針
・
や
る
気
に
よ
っ
て
学

校
ご
と
の
特
色
が
出
せ
、
教

育
効
果
が
生
み
出
せ
る
。
一

例
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
独
自
で

大
規
模
な
奉
仕
活
動
を
し
た

例
も
あ
る
。

質
問

各
地
域
間
で
の
給
食

費
補
助
金
の
格
差
と
、
セ
ン

タ
ー
化
に
つ
い
て
。

町
長

補
助
金
の
格
差
は
一

〜
二
年
の
推
移
を
見
な
が
ら

レ
ベ
ル
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
各
地
域
の
セ
ン
タ
ー

化
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

で
検
討
中
で
あ
る
。

文
化
振
興
局
関
係

質
問

ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
・

円
形
ホ
ー
ル
等
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
で
あ
る
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

文
化
振
興
局
長

メ
ン
バ
ー

は
富
士
五
湖
全
体
か
ら
集
ま

っ
て
お
り
、
健
康
科
学
大
学

生
５
名
を
含
め
、
総
勢
50
名

で
施
設
の
運
営
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

総
括
質
疑

質
問

町
の
財
政
を
取
り
巻

く
環
境
も
、
地
方
交
付
税
、

補
助
金
等
の
削
減
に
よ
り
、

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。
今
後
、
将
来
的

に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
図

っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
将

来
構
想
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

今
後
は
、
税
収
の
ア

ッ
プ
に
努
め
、
滞
納
の
処
理

を
促
進
す
る
た
め
に
、
税
務

課
と
は
別
に
、
３
、
４
名
か

ら
な
る
滞
納
の
処
理
班
を
設

置
し
、
収
納
率
の
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

新
た
な
収
入
の
狙
い
と
し
て
、

既
設
の
施
設
の
民
間
へ
の
貸

し
出
し
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
と
考
え
る
。
人
件
費
削
減

に
つ
い
て
は
、
新
規
採
用
の

計
画
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

中
期
計
画
を
立
て
、
人
員
削

減
を
考
え
実
行
し
て
い
き
た

い
。
将
来
は
、
観
光
に
加
え

な
が
ら
、
富
士
河
口
湖
町
の

新
し
い
理
想
と
し
て
は
、
産

業
の
企
業
誘
致
を
図
り
、
大

学
の
誘
致
を
基
軸
に
、
国
際

学
術
都
市
構
想
を
視
野
に
い

れ
考
え
て
い
る
。

温泉掘削予定地

芝サッカー場

サポーターズクラブ



効
果
的
行
政
経
営
の

実
現
に
つ
い
て

質
問

三
位
一
体
改
革
の
中
、

合
併
特
例
債
の
活
用
は
。

町
長

新
し
い
観
光
産
業
の

創
出
、
従
来
の
旧
河
口
湖
町

に
加
え
て
西
湖
エ
リ
ア
の
自

然
豊
か
で
誇
れ
る
青
木
ヶ
原

樹
海
、
根
場
、
西
湖
地
域
の

活
性
化
を
図
り
新
観
光
産
業

づ
く
り
に
目
を
向
け
、
新
た

な
水
産
業
と
い
う
こ
と
で
、

河
口
湖
に
ワ
カ
サ
ギ
の
養
殖

場
、
西
湖
に
ヒ
メ
マ
ス
の
養

殖
場
を
つ
く
り
、
県
が
提
唱

し
て
い
る
地
産
地
消
事
業
を

旧
河
口
湖
町
が
テ
ー
マ
に
持

っ
て
い
た
五
感
文
化
に
つ
な

げ
、
今
後
行
政
経
営
の
実
現

を
考
え
て
い
る
。

地
域
産
業
の

振
興
策
に
つ
い
て

質
問

自
己
財
源
自
己
経
費

を
賄
う
経
営
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
他
産
業
と
の
連

携
を
強
め
、
相
乗
的
展
開
を

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
振
興

策
は
。

町
長

県
で
も
「
富
士
の
国
、

山
梨
」
観
光
立
県
を
標
榜
、

こ
の
追
い
風
を
利
用
し
、
観

光
施
策
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
観
光
学
術
に
加
え

て
企
業
誘
致
を
図
り
、
学
術

都
市
、
更
に
企
業
で
生
き
ら

れ
る
三
脚
輪
で
今
後
町
づ
く

り
の
基
本
に
裾
え
て
い
く
。

町
民
主
導
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

質
問

住
民
の
日
常
生
活
に

関
わ
る
ご
み
対
策
・
健
康
・

福
祉
・
防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
等
の
対
策
は
。

企
画
課
長

住
民
パ
ワ
ー
を

結
集
し
、
大
き
な
成
果
を
着

実
に
上
げ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
広
域
的
な

領
域
が
あ
り
、
今
後
ま
す
ま

す
マ
ク
ロ
的
な
活
動
組
織
に

な
っ
て
い
く
。

新
町
前
期
重
点
事
業

に
つ
い
て

質
問

新
町
建
設
計
画
が
策

定
さ
れ
、
国
や
県
の
支
援
を

受
け
、
重
点
施
策
実
施
に
移

行
す
る
と
思
う
が
次
の
三
つ

の
テ
ー
マ
毎
に
伺
い
た
い
。

一
　
街
角
公
園
整
備
事
業

建
設
課
長

重
点
地
区
の
選

定
は
、
都
市
公
園
法
を
基
本

と
し
、
船
津
地
区
は
、
船
津

土
地
改
良
事
業
が
終
了
後
森

づ
く
り
計
画
、
小
立
地
区
は
、

区
画
整
理
事
業
の
中
で
計
画
、

河
口
地
区
は
、
紅
葉
ま
つ
り

会
場
で
あ
る
紅
葉
公
園
、
梨

宮
紅
葉
公
園
等
基
本
計
画
で

実
行
す
る
。

ま
た
、
船
津
小
海
線
の
一

部
用
地
を
購
入
し
、
街
角
公

園
的
な
チ
ビ
ッ
コ
公
園
的
ミ

ニ
公
園
の
建
設
計
画
も
あ
る
。

二
　
図
書
館
と
子
供
想
像

館
の
建
設

生
涯
学
習
課
長

図
書
館
は

２
千
平
米
程
度
で
、
現
図
書

館
の
約
十
倍
の
広
さ
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中
身
は
一
般
図
書
を
並
べ
、

開
架
書
庫
ス
ペ
ー
ス
、
子
供

向
け
図
書
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、

ま
た
、
郷
土
の
貴
重
な
資
料

を
収
集
し
保
管
・
閲
覧
で
き

る
郷
土
資
料
室
、
更
に
、
町

民
か
ら
要
望
の
多
い
閲
覧
ス

ペ
ー
ス
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
、

く
つ
ろ
ぎ
ス
ペ
ー
ス
等
考
え

て
い
る
。

子
供
創
造
館
は
、
約
千
平

米
程
度
と
し
、
子
供
館
の
対

象
は
幼
児
・
児
童
が
中
心
で

す
が
、
そ
の
他
学
生
と
の
交

流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

を
図
り
、
誰
で
も
楽
し
め
る

施
設
に
す
る
。

図
書
館
と
子
供
創
造
館
は

一
体
施
設
と
し
、
互
い
に
補

完
さ
せ
、
経
費
の
面
で
も
効

率
化
を
図
る
。

国
の
補
助
金
が
内
定
す
れ

ば
、
17
年
度
の
着
工
、
18
年

度
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
現
在

準
備
し
て
い
る
。

三
　
花
ト
ピ
ア
事
業

環
境
課
長

平
成
３
年
か
ら

よ
り
彩
り
の
あ
る
環
境
を
テ

ー
マ
に
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
町
民
の
美
意
識
の
高

揚
、
環
境
の
保
全
を
図
る
べ

く
花
ト
ピ
ア
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
旧
三
町
村
と
も
町

村
有
地
・
県
有
地
・
個
人
の

所
有
地
等
も
活
用
し
花
壇
管

理
を
し
て
い
る
。

花
を
育
て
る
会
や
自
治
会

自
主
グ
ル
ー
プ
等
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
花
壇
管
理
し
、
生
活

環
境
の
確
保
を
目
的
と
し
て

町
な
み
緑
化
補
助
制
度
を
設

け
た
。

花トピア事業

健康科学大学



結
婚
相
談
と
現
状
の
配
偶

者
不
足
の
対
策
に
つ
い
て

質
問

旧
足
和
田
村
結
婚
相

談
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
そ

の
重
要
性
と
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
た
。
そ
の
実
態
は
、

深
刻
か
つ
悲
惨
な
も
の
で
、

既
に
結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
た

四
十
代
前
後
の
後
継
者
が
50

世
帯
か
ら
60
世
帯
と
推
定
さ

れ
る
。
こ
の
機
を
失
っ
た
場

合
、
家
庭
崩
壊
は
免
れ
ず
、

最
悪
な
事
態
を
招
く
恐
れ
さ
え

感
じ
る
。

こ
の
問
題
は
、
旧
足
和
田

村
の
み
な
ら
ず
、
富
士
河
口

湖
町
全
般
の
共
通
課
題
で
も

あ
る
。
結
婚
相
談
で
の
行
き

詰
ま
り
を
感
ず
る
中
で
町
と

し
て
の
対
策
は
。

企
画
課
長

新
町
の
建
設
計

画
に
は
、
そ
の
実
現
の
た
め

幾
つ
も
の
構
想
を
立
て
て
い

る
。
元
来
結
婚
し
て
そ
の
地

域
に
新
居
を
構
え
、
生
活
を

し
て
い
く
と
な
る
と
、
そ
の

地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
は
重
要
な
条
件
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
地
域
柄

と
い
う
壁
を
越
え
た
、
精
神

的
な
交
流
の
機
会
が
多
面
的

に
現
れ
る
の
が
結
婚
と
い
う

世
俗
感
で
あ
る
。

家
庭
環
境
や
個
人
的
性
格

と
は
別
と
し
て
、
行
政
や
地

域
を
上
げ
て
、
暖
か
い
環
境

を
作
っ
て
い
く
。

西
湖
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て

質
問

地
域
観
光
振
興
の
一

環
と
し
て
西
湖
南
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
老
朽
化
と
破
損
し
た
施

設
の
修
復
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
の
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長

地
域
観
光

協
会
に
そ
の
業
務
を
付
託
、

維
持
管
理
を
お
願
い
す
る
。

富
士
河
口
湖
高
校
下
の

雨
水
対
策
に
つ
い
て

質
問

船
津
土
地
改
良
区
の

清
算
が
つ
い
た
の
で
、
船
津

八
津
倉
地
区
の
雨
水
対
策
の

計
画
予
定
は
。

坂
本
助
役

今
後
の
計
画
予

定
は
、
土
地
改
良
の
記
念
公

園
開
設
の
中
で
浸
透
池
の
併

設
、
旧
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー

事
務
所
の
買
収
に
伴
う
道
路

改
良
の
一
環
と
し
て
街
角
公

園
の
中
の
浸
透
池
新
設
、
富

士
登
山
道
の
改
修
や
河
高
か

ら
駅
に
か
け
て
の
歩
道
の
新

設
等
等
に
よ
る
道
路
側
溝
の

拡
幅
を
活
用
し
た
雨
水
の
湖

水
へ
の
直
接
放
流

に
つ
い
て
も
近
々
取
り
組
む

予
定
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
自
然
地
形
に
起
因
す
る

八
津
倉
地
区
の
雨
水
対
策
を

抜
本
的
に
解
消
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
ら
施
策
だ
け
で
は

十
分
と
は
言
え
ず
、
町
民
主

導
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

将
来
の
周
辺
開
発
の
動
向
等

も
視
野
に
入
れ
、
地
域
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
展
開

し
、
当
該
地
区
住
民
み
ず
か

ら
が
率
先
し
、
行
動
す
る
熱

い
思
い
が
極
め
て
大
事
で
あ

る
と
考
え
、
期
待
し
て
い
る
。

学
力
低
下
に
つ
い
て

質
問

完
全
学
校
週
５
日
制

の
導
入
よ
る
教
育
内
容
の
削

減
や
学
習
時
間
の
減
少
で
、

学
力
低
下
を
懸
念
す
る
が
、

現
状
と
対
応
は
。

教
育
長

学
力
低
下
へ
の
不

安
が
叫
ば
れ
て
お
る
が
、
管

内
の
学
校
に
お
い
て
は
、
五

日
制
実
施
以
前
と
比
べ
、
特

に
学
力
低
下
は
み
ら
れ
な
い
。

町
に
お
い
て
は
、
町
単
教

諭
や
き
め
細
か
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
な
教
員
配
置
に
よ

り
、
少
人
数
や
個
に
応
じ
た

指
導
が
行
わ
れ
、
学
力
向
上

の
た
め
の
条
件
が
整
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
多
く
が
塾
に
通

っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
学
力
低
下
を
懸
念
し
て

の
も
の
な
ら
、
実
態
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
学
校
現
場
と

し
て
も
、
学
習
塾
に
依
存
し

な
く
て
も
学
力
水
準
が
十
分

保
て
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

方
法
や
内
容
の
研
究
に
一
層

力
を
注
ぎ
、
子
供
た
ち
や
保

護
者
の
負
託
に
答
え
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

障
害
者
へ
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
も
と
、
障
害
者
は
も

ち
ろ
ん
、
高
齢
者
や
小
さ
な

子
供
を
持
つ
家
族
に
も
優
し

い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

総
合
窓
口
課
長

窓
口
に
は

一
般
の
町
民
の
方
、
障
害
を

持
つ
方
や
高
齢
者
等
の
方
々

が
訪
れ
ま
す
。
窓
口
は
役
場

の
顔
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
少
な
い
待
ち
時
間
で
届

出
書
の
受
理
、
諸
証
明
の
交

付
等
す
べ
て
の
住
民
に
公
平

に
行
え
る
よ
う
担
当
職
員
に

さ
ら
な
る
努
力
を
促
し
、
ま

た
、
住
民
の
方
に
笑
顔
で
親

切
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
、
優
し
い
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
状
、

手
話
が
で
き
る
職
員
が
一
名

で
あ
り
、
手
話
奉
仕
員
要
請

講
習
会
を
利
用
し
、
秋
ま
で

に
は
総
合
窓
口
職
員
で
手
話

の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問

合
併
に
よ
り
、
下
水

道
事
業
に
か
か
わ
る
起
債
が

七
十
九
億
円
と
な
る
。
15
年

河高下の通学路

手話教室のようす



度
の
旧
町
村
毎
の
償
還
金
と

使
用
料
収
入
の
差
は
、
旧
河

口
湖
町
二
億
六
百
万
、
旧
勝

山
村
一
億
千
二
百
万
円
、
旧

足
和
田
村
一
億
八
千
百
万
円

と
な
り
、
計
五
億
円
近
い
金

額
を
長
年
に
わ
た
り
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
使
用
料
も
旧
町
村
毎
に

違
う
が
、
今
後
の
下
水
道
事

業
の
運
営
の
方
向
性
は
。

水
道
課
長

本
来
下
水
道
事

業
は
独
立
採
算
制
で
経
営
す

る
も
の
あ
り
、
今
後
、
使
用

料
を
適
宜
改
定
し
、
自
ら
財

源
確
保
し
安
定
し
た
運
営
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
現
状
使
用
料
は
、

合
併
協
議
会
の
下
水
道
分
科

会
で
、
当
面
現
行
の
通
り
と

し
、
今
後
３
年
以
内
に
調
整

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
使
用
料
は
、

受
益
者
負
担
の
原
則
は
も
と

よ
り
、
事
業
会
計
の
根
本
を

な
す
も
の
な
の
で
公
平
な
料

金
体
系
が
望
ま
し
く
、
今
後
、

使
用
料
の
統
一
化
に
向
け
て
、

検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ

研
究
検
討
し
て
い
き
た
い
。

少
子
高
齢
化
対
策
の

対
応
に
つ
い
て

質
問

今
、
日
本
は
激
し
い

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
町
に
お
い
て
は
今
後
少

子
高
齢
化
対
策
と
し
て
十
年

二
十
年
後
を
見
据
え
た
町
独

自
の
長
期
総
合
計
画
を
立

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
る
考
え
が
あ
る
か
。

ま
た
、
少
子
化
の
著
し
い

大
嵐
地
区
は
今
後
ど
の
よ
う

な
方
向
付
け
を
す
る
か
。

町
長

将
来
に
向
か
っ
て
の

街
づ
く
り
の
総
合
計
画
は
合

併
直
後
な
の
で
十
年
二
十
年

後
を
見
な
が
ら
洞
察
し
高
齢

化
対
策
少
子
化
対
策
も
基
本

的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
う
し
、
近
い
う
ち
に
長

期
総
合
計
画
も
計
画
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
そ
の
中
で

人
口
増
が
キ
ー
プ
で
き
る
町

づ
く
り
も
将
来
的
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
。
こ
の

中
に
は
企
業
誘
致
を
図
り
町

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

雇
用
増
大
に
も
つ
な
が
り
、

一
面
観
光
に
よ
る
雇
用
効
果

は
他
の
業
種
と
比
べ
て
四
・

五
番
に
入
っ
て
い
る
が
、
観

光
創
出
に
も
つ
な
が
り
、
観

光
振
興
面
で
も
雇
用
の
増
大

に
つ
な
が
り
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

ま
た
、
小
立
・
船
津
財
産

区
の
地
域
を
対
象
と
し
た
状

況
で
は
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
挟

ん
だ
富
士
吉
田
市
と
連
携
を

と
り
、
国
際
的
な
学
術
都
市

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
状

況
に
来
て
い
る
。
言
い
換
え

青
木
ヶ
原
木
道

設
置
計
画
に
つ
い
て

観
光
課
長

青
木
ヶ
原
樹
海

は
富
士
山
の
溶
岩
流
上
に
形

成
さ
れ
た
樹
海
で
多
様
な
動

植
物
と
出
会
え
、
世
界
に
誇

れ
る
自
然
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

町
で
は
、
自
然
環
境
に
で

き
る
だ
け
負
荷
を
か
け
ず
、

青
木
ヶ
原
樹
海
散
策
の
魅
力

を
高
め
、
散
策
道
以
外
へ
の

不
必
要
な
立
ち
入
り
を
制
限

し
、
自
然
環
境
の
保
全
と
利

用
の
調
和
を
考
え
た
青
木
ヶ

原
樹
海
木
道
ト
レ
イ
ル
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。
木
道

の
具
体
的
内
容
は
、
高
齢
者
、

身
障
者
の
方
々
へ
の
配
慮
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
関
係
機

関
、
自
然
保
護
団
体
等
か
ら

意
見
を
聞
き
、
内
容
等
を
詰

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

西
湖
ヒ
メ
マ
ス
養
魚
場

建
設
事
業
に
つ
い
て

質
問

建
設
計
画
に
あ
る
調

査
委
託
の
内
容
は
。

農
林
課
長

調
査
内
容
は
、

調
査
を
お
願
い
す
る
西
湖
漁

協
と
養
魚
場
の
規
模
及
び
機

能
、
建
設
地
の
選
定
、
管
理

運
営
方
法
、
水
源
の
調
査

等
々
に
つ
い
て
協
議
し
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
先
進

地
の
視
察
や
、
飲
食
店
や
宿

泊
施
設
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
お
い
し
い
ヒ
メ
マ
ス

が
年
間
を
通
じ
て
提
供
で

き
、
各
施
設
等
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

西
湖
地
区
の
特
産
品
と
し
て

さ
ら
に
定
着
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

車
両
（
バ
ス
）
の

安
全
管
理
に
つ
い
て

質
問

足
和
田
地
区
で
使
用

し
て
い
る
バ
ス
は
、
購
入
後

14
年
経
過
し
、
修
理
は
し
て

い
る
が
、
い
つ
故
障
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
。
バ
ス
は
、
児
童
、

生
徒
を
は
じ
め
多
く
の
町
民

が
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
新
町
に
お
け
る
バ
ス
へ

の
安
全
対
策
、
安
全
管
理
へ

の
対
応
は
。

管
理
課
長

足
和
田
地
区
の

バ
ス
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
、
町
民

の
足
と
し
て
安
全
性
が
一
番

で
あ
る
の
で
、
廃
車
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
廃

車
に
な
っ
た
場
合
は
、
新
町

所
有
の
バ
ス
を
弾
力
的
に
活

用
し
足
和
田
地
区
住
民
の
足

を
確
保
し
て
い
く
。
安
全
対

策
、
管
理
は
、
法
定
点
検
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
運
行
前
、

運
行
後
の
点
検
、
特
に
ブ
レ

ー
キ
、
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は

細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
無

理
の
な
い
運
行
計
画
を
組
む

と
共
に
、
運
転
者
へ
の
安
全

教
育
等
の
徹
底
を
図
る
。

ゲートボールを楽しむ

青木ヶ原樹海



三
位
一
体
施
策
に
お
け

る
影
響
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て

質
問

地
方
の
切
り
捨
て
悪

策
三
位
一
体
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
の
国
家
の
一
大
事
に

対
す
る
当
町
と
し
て
の
対
策

を
示
せ
。
ま
た
、
年
初
に
提

出
し
た
提
言
書
は
施
策
、
予

算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長

是
非
は
別
と
し
て
三

位
一
体
施
策
に
つ
い
て
く
る

べ
き
時
が
来
た
と
実
感
し
て

い
る
。
ま
た
、
将
来
の
歴
史

が
そ
れ
な
り
の
評
価
を
す
る

と
も
考
え
る
。
三
位
一
体
改

革
が
明
示
さ
れ
る
以
前
か
ら

地
方
自
治
体
は
、
自
ら
律
す

る
、
そ
の
根
幹
は
経
営
的
観

念
が
必
要
と
考
え
ま
た
、
実

行
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今

ま
で
以
上
に
褌
を
締
め
な
お

し
て
か
か
る
つ
も
り
で
あ

る
。
と
く
に
予
算
で
意
識
し

た
こ
と
は
、
歳
入
が
激
減
す

る
中
で
投
資
対
効
果
を
に
ら

み
な
が
ら
の
予
算
削
減
で
あ

り
例
を
挙
げ
る
と
き
り
が
な

い
が
、
す
べ
て
の
項
目
に
対

し
て
見
直
し
抑
制
を
実
行
し

た
。
強
い
て
例
を
挙
げ
る
な

ら
職
員
の
評
価
制
度
の
導

入
、
職
員
数
の
削
減
、
町
長

以
下
三
役
の
給
与
カ
ッ
ト
、

災
害
地
域
を
除
い
た
消
防
団

員
の
削
減
、
過
去
に
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
報
奨
、
委
託
、

負
担
金
の
削
減
、
公
共
事
業

に
お
け
る
実
勢
価
格
化
、

等
々
が
代
表
的
で
あ
る
。

し
か
し
歳
出
削
減
だ
け
で

は
な
く
歳
入
増
も
平
行
し
て

実
施
特
に
今
回
は
、
受
益
者

負
担
的
見
地
か
ら
あ
る
一
定

の
事
業
者
に
対
し
て
ご
み
の

有
料
化
に
対
す
る
負
担
増
を

お
願
い
す
る
。

平
成
16
年
度
予
算
が
厳
し

い
中
で
も
組
め
、
運
営
で
き

る
の
は
、
議
員
諸
氏
の
提
言

が
あ
っ
て
の
結
果
で
あ
る
こ

と
を
報
告
、
感
謝
申
し
上
げ

る
。

観
光
施
策
に
つ
い
て

質
問

ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

に
よ
る
と
こ
ろ
の
東
南
ア
ジ

ア
観
光
客
が
威
容
を
か
も
し

出
し
て
い
る
、
当
町
の
現
状

と
方
向
性
を
示
せ
。

観
光
課
長

駅
前
案
内
所
に

観
光
客
は
九
千
二
十
人
、
そ

の
内
ア
ジ
ア
34
・
９
％
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
36
・
２
％
、
北
ア

メ
リ
カ
18
・
７
％
、
オ
セ
ア

ニ
ア
７
・
３
％
で
あ
る
。
国

で
は
香
港
を
含
む
ア
ジ
ア
五

カ
国
と
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

集
客
を
目
指
し
て
い
た
が
二

千
四
年
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

も
目
を
向
け
て
い
く
方
針
が

示
さ
れ
た
。
当
町
と
し
て
も

ビ
ジ
ッ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

活
用
し
な
が
ら
日
刊
マ
ラ
ソ

ン
で
代
表
さ
れ
る
今
ま
で
の

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
な
が
ら
誘
客
活
動
を
更
に

進
め
国
際
観
光
都
市
と
し
て

の
地
位
を
築
い
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
も
外
国
語
ペ
ー
ジ

の
新
設
も
視
野
に
入
れ
今
後

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

視
察
研
修
の
積
極
的
な

受
け
入
れ
に
つ
い
て
。

質
問

当
町
を
視
察
目
的
で

訪
れ
る
方
々
は
年
間
千
人
と

聞
く
。
そ
れ
に
よ
り
対
応
方

で
ブ
ー
イ
ン
グ
が
起
き
て
い

る
の
も
事
実
、
本
末
転
倒
な

こ
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
対
処
す
る
つ
も
り
か
。

総
務
課
長

旧
河
口
湖
か
ら

始
ま
り
新
町
に
至
る
現
在
で

も
五
感
文
化
構
想
を
肌
で
感

じ
取
ろ
う
と
、
全
国
か
ら
研

修
に
来
ら
れ
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
り
、
職
員
の
中
に
は

迷
惑
が
る
者
も
い
る
が
自
町

の
案
内
に
当
た
っ
て
は
、
誠

心
誠
意
取
り
組
み
満
足
い
た

だ
い
て
い
る
と
考
え
る
。
た

だ
し
、
ど
う
に
も
対
処
の
出

来
な
い
時
期
は
、
丁
重
に
お

断
り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
各

セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
住
民

バ
ラ
ン
ス
も
十
分
注
意
す
る

中
で
一
生
懸
命
対
応
し
視
察

研
修
が
町
の
活
性
化
対
策
の

一
翼
を
担
え
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

町
政
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
に
つ
い
て

質
問

海
外
、
国
内
の
学
生

を
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て

将
来
の
親
善
大
使
に
抜
擢
し

少
な
い
予
算
で
富
士
河
口
湖

を
国
内
に
国
外
に
売
り
出
す

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

総
務
課
長

健
康
大
学
、
人

事
院
公
務
研
修
等
で
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
と
は
根
本
的
に
違

う
が
似
た
も
の
を
実
施
し
て

い
る
。
質
問
に
あ
る
具
体
的

手
法
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

当
町
に
来
ら
れ
た
方
が
あ
る

面
で
の
親
善
大
使
に
な
り
う

る
も
の
と
考
え
る
。

れ
ば
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン

構
想
も
考
え
ら
れ
、
町
の
総

合
計
画
の
中
に
折
り
込
ん
だ

高
齢
化
対
策
少
子
化
対
策
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
も
、
大
学
の
話
を
す

る
が
、
来
年
４
月
12
日
に
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
が
定

員
85
名
で
河
口
湖
大
池
の
ス

ク
ー
ル
で
一
期
生
を
迎
え
開

校
す
る
。
そ
う
し
た
つ
な
が

り
が
出
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
思

う
。大

嵐
地
区
の
考
え
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
特
区
化
を
考

え
指
定
し
、
今
、
町
営
住
宅

と
い
う
方
向
に
目
が
向
い
て

い
る
が
、
地
区
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
民
間
導

入
に
よ
る
活
性
化
も
合
わ
せ

て
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
し

て
そ
れ
ら
を
町
づ
く
り
の
基

本
に
据
え
て
少
子
化
対
策
の

歯
止
め
に
な
る
よ
う
に
方
向

付
け
た
い
。

視察研修



富士河口湖町大石に生まれ、高
校を卒業するまでの18年間をそこ
で過ごした。故郷を離れてから早
27年が過ぎ去り、その間国内外の
様々な場所で暮らしたが、やはり
故郷が心の拠り所となっている。
地元で暮らしていた時には、見
慣れた富士山と河口湖であったが、
時折帰省する際にはその雄大さと
美しさにしばし見とれ、子供の頃
の楽しい出来事を思い出す。環境
問題、特に海岸汚染の評価と解決
に係わる職業に就いたのも、多感
な時代にこのような多くの自然に

親しんできたことが原点になって
いると強い繋がりを感じる。
故郷に帰った時に肉親、親戚、

旧知の人々に会うのもまた喜びの
一つである。地元でがんばって働
いている多くの人々に自分が支え
られていると感じる。これらの
人々に報いるためにも故郷を遠く
離れてがんばることができ、いず
れは故郷に恩返ししたいと考える
今日この頃である。

外　川　織　彦
原研環境科学研究部
海洋環境研究グループリーダー

大石出身

「回帰」
先日、早春の大和路を訪れる機
会に恵まれ一日飛鳥の里を巡りま
した。青々とした木々を抱いた
山々に囲まれ、里には家並みの間
を、それほど広くない曲がりくね
った田舎道が寺社、史跡をぬいな
がら畑まで続いています。その落
ち着いた佇まいは何の違和感もな
く私を迎え入れてくれたのです。
これはふるさと　－勝山－　の景
色に似ているのでこんな感覚にさ
せたのだと思います。

石川啄木のふるさとへの強い思
い入れが感じられる詩です。この
詩に平井康三郎による歌曲があり
度々演奏会で歌います。啄木は北
上を思い浮かべたのですがもちろ
ん、私は富士と湖のある自分のふ
るさとをイメージして表現します。
ふるさとには澄んだ空気、清らか
な水、静かな時があります。そこ
から私は生きる力をさりげなく持
ち帰ります。 2004年４月

小佐野　輝　雄
聖光学院高校教諭
二期会合唱団構成員

勝山出身

市町村合併は新旧首長の考えと、

住民の立場に異るところがあるの

はやむを得ないが、各々が理解を

深めて、新しい方向を見極めて合

併を生かして頂きたいと思います。

私は、旧の町村にはそれなりに

伝統があったのですから、それは

捨てないで、生かしていくことが

発展につながると考えます。

富士河口湖町は、国立公園の中

にあります。国立公園の幾つかの

湖を抱えていますのでスイスのレ

マン湖のように清い水の、きれい

な岸辺の、どなたがおいでになら

れても、なんて美しい、というよ

うな湖水にしたいものです。

観光の地ですから、外国語教育、

特に英語教育を小学校からはじめ、

英語会話ができるようにしたいも

のです。日・中・韓の国の、小中

高の生徒の英語力は、日本が最低

でした。

英語力に力を入れてください。

町内出身者からの声

梶　原　長　雄
学校法人日本大学顧問　 長浜出身



ニュースや番組で河口湖の話題
が出てくると、つい身を乗り出し
てしまいます。
父方は小立、母方は勝山村が出
身地です。
富士山は周囲360度から見えま
すが、故郷の富士山は、乙女富士
と呼ばれるように、なで肩で優し
い姿をしています。今は、県道よ
り南もずいぶん拓けましたが、私
が小さいころは雑木林でした。
祖父が「開墾に行くべえ」と言
うと、牛車に乗って、呉井塚あた
りに燃し木を拾いに出かけました。

祖母はいつも民謡を歌って聞かせ
てくれました。雑木林の中にはス
ドメが沢山ありました。木の上に
アケビの実を見つけると嬉しく、
バナナのように大切に食べたもの
でした。好物は何といってもホウ
トウで、特に朝煮直したのホウト
ウは、トロっとして美味しいもの
でした。
今住んでいるマンションを選ん
だのは、ベランダから富士山が眺
められるからです。富士山を望み
ながら、美食におごった今の暮ら
しを反省している毎日です。

古　屋　和　雄
NHKアナウンサー

小立出身

生まれ故郷の河口湖町を離れて
15年になります。私は小学３年の
時に船津少年野球に入団、投手と
して小学、中学そして高校球児の
夢でもある夏の甲子園に出場し、
三回戦まで進みベスト８を目指し
たが果せなかった。
高校卒業と同時に社会人野球の
名門、日本通運に入社し、社会人
３年目外野手に転向、93年のドラ
フト会議で日本ハムファイターズ
に逆指名二位で入団、03年のシー
ズンオフに読売ジャイアンツにト
レードされ、11年目を迎えた先日
1000試合出場を果せました。
川崎市に住んで11年、先日12チ

ャンネルで河口湖温泉の旅が放映
され、年に１～２回しか帰郷でき
ないが、改めて河口湖に映る富士
山の美しさに胸が一杯になり、試
合で各地を見て回っているが、わ
が故郷には世界に誇る富士山と河
口湖の自然美の遺産があり、機会
がある毎に富士河口湖町を宣伝し
ております。
帰郷する度に家の新築が増え、

道路を改良され、健康科学大学も
開校、今後も環境に配慮し、町づ
くりにご尽力をお願いします。
やっぱり故郷には、両親や親戚、
町民や幼な染みの良き友が私を温
かく迎えてくれます。

井　出　竜　也
プロ野球選手
読売ジャイアンツ　　 船津出身

先日、中国大使、武大偉閣下と食

事をご一緒した。昭和40年代に学生

生活を送った同世代人として、中国

戦後の荒波を越えた処世のお話は興

味深いものだった。

大使は、「ハルピン近郊、遮るもの

もない、夜は地平線上に星のきらめ

く、冬季零下40度になる寒村に育っ

た。この農村育ちの原体験が中国の

文化革命から改革開放そして現在ま

で生き抜く支えとなり、時流に徒に

流されず、今日を迎えることができ

た」と話された。

比べようもないが、私も長年に亘

り香港、ロンドン、台湾と変転する

国際金融の前線にあった。思えば富

士河口湖町の自然と開かれた風土が、

異なる世界への出発点であった。

富士山を神の化身とし、湖のほと

りで先人が築き伝える文化に満ちた

郷土での原体験は色あせない。異文

化に溶け込む下地をなしたことを他

国の方に教えられた一夕であった。

渡　辺　喜　宏
東京三菱銀行
常務執行役員
アジア本部長

河口出身



13日　産経土木常任委員会
14日　自治会長・区長懇談会
26日　議会運営委員会

臨時議会開会・閉会
27日　議会運営委員会研修会（牧丘町民ホール）
28日　和田町議会視察研修

５日　全員協議会
９日　安城市議会視察研修
10日　邑久町議会政務調査視察研修
16日　産経土木常任委員会
21日　富士山の日【採火式】
27日　産経土木常任委員会
28日　富士山の日【出発式】

大焚き火【点火式】

４日　３月定例会開会
５日　一般質問
８日～10日　河口湖決算特別委員会
11日　勝山決算特別委員会
15日　足和田決算特別委員会
16日～18日　予算特別委員会
22日　全員協議会

文教社会常任委員会
26日　特別委員会報告

３月定例会閉会

西
湖
に

嫁
い
で

こ
の
地
に
嫁
い
で
早
や

三
十
三
年
、
山
裾
の
一
軒

家
で
行
き
交
う
人
の
少
な

さ
と
夕
闇
時
の
真
暗
さ
、

夫
の
帰
り
の
遅
い
と
き
な

ど
抱
っ
こ
し
た
子
供
と
一

緒
に
泣
い
た
こ
と
が
さ
も

昨
日
の
よ
う
に
思
い
浮
か

び
ま
す
。
そ
れ
か
ら
数
年

し
て
西
湖
の
辺
り
で
小
さ

な
店
を
始
め
ま
し
た
が
、

実
の
所
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
手
探
り
と
失
敗
の
毎

日
で
し
た
。

あ
る
時
ひ
ら
め
き
ま
し

た
。
こ
の
地
と
同
じ
に
気

を
楽
に
肩
の
力
を
抜
き
無

理
を
せ
ず
心
を
こ
め
た
料

理
で
、
誠
意
を
持
っ
た
お

も
て
な
し
是
で
行
こ
う
。

あ
れ
か
ら
二
十
数
年
が

過
ぎ
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え

お
客
様
の
中
に
は
「
お
母

ち
ゃ
ん
、
た
だ
い
ま
。
」

嬉
し
い
限
り
の
言
葉
で
訪

ね
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

毎
日
に
違
う
湖
面
を
眺
め

な
が
ら
の
生
活
で
西
湖
と

い
う
豊
か
な
自
然
で
育
つ

『
姫
鱒
、
ワ
カ
サ
ギ
』
等
、

神
秘
で
貴
重
な
食
材
を
丁

寧
に
調
理
し
、
食
べ
て
い

た
だ
い
た
お
客
様
が
『
う

ま
か
っ
た
、
お
い
し
か
っ

た
』
の
言
葉
に
あ
り
が
と

う
と
、
少
し
ば
か
り
の
自

慢
を
し
な
が
ら
日
々
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

我
が
家
の
息
子
た
ち
も

昨
年
二
人
共
可
愛
い
お
嫁

さ
ん
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
男
世
帯
か
ら
一
気
に

孫
も
含
め
て
男
三
人
女
四

人
の
大
家
族
に
膨
ら
み
、

夫
共
々
て
ん
や
わ
ん
や
の

中
、
嫁
さ
ん
に
も
手
伝
っ

て
頂
き
、
お
客
様
そ
し
て

夫
、
息
子
夫
婦
、
孫
達
を

大
切
に
し
大
自
然
の
英
気

を
体
一
杯
に
浴
び
健
康
な

家
庭
を
築
い
て
い
き
ま

す
。

西
湖
七
〇
一
―
三

朝
比
奈
し
ず
子

や
ぶ
さ
め
祭
り
（
61
歳
還
暦
者
）

１月

２月

３月

１月～
３月

議会を傍聴

しましょう! !

次の定例会は６月です。

役場の議会事務局で住所氏名を記入すれ

ば、だれでも傍聴できます。

西湖より青木ヶ原樹海を望む


